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１ 第３次川崎市教育振興基本計画  かわさき教育プラン 第１期実施計画 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校教育目標 
 

 

 

 

 

 

３ 教育方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【めざすもの】 

 一人ひとりが輝き、共に未来をつくる 

【みんなと共有したい価値観】 

 一歩、踏み出す   自分の幸せ みんなの豊かさ  多様性を可能性へ 

 

                                                      

 １ 礼儀正しく、感謝する心を持つ。 

 ２ 自ら学び、豊かな知識と創造性を培う。 

 ３ 心身をきたえ、粘り強く実行する。 

 ４ 学校・家庭・地域社会の一員としての自覚を持ち、全体に奉仕する。 

５ すべての人を尊重し、国際視野に立つ。 

 

《めざす学校像》 

〇生徒一人ひとりの個性が生かされ、学び合う楽しさにあふれる学校 

〇生徒と生徒、生徒と教職員の心が通じ合う学校 

〇家庭・地域と連携し、信頼される学校 

《めざす生徒像》    

〇自分や他、お互いを大切にできる心の根をもつ生徒 

〇自ら学ぶ意欲をもち、学びに向き合っていく生徒 

〇学校、地域での和を大切にし、思いやりをもてる生徒 

《めざす教職員像》 

〇生徒一人ひとりの目線に立ち、共に考え、個の力を伸ばせる教職員 

〇学び続ける向上心をもち、チームの一員として行動できる教職員 

〇コンプライアンス意識を高くもち、信頼される教職員 

支援教育を軸とした教育活動 

「困り方が違えば支援や応援の仕方も違う」を合言葉に、一人ひとりの生徒を大切にした教育活動の推進 

施策１  子ども主体の学びの推進                  

施策２  豊かな心とすこやかな体の育成                       

施策３  一人ひとりの教育的ニーズへの対応         

施策４  学びを支える教育環境の充実                         

施策５  地域と学校の連携・協働                   

施策６  生涯学習の推進                         

 

Project１  社会参画に向けた資質・能力を育成 

探究的な学びの充実 

Project２  組織等の枠を越えた連携による切れ目ない支援 

Project３  教職員が働きやすい環境づくり 

Project４  生涯を通じた「学び」と「学び合い」 

 



４ 重点目標達成に向けて 

   

確かな学力の定着と主

体的に活動できる教育

の推進 

思いやりのある豊かな

心を育てる教育の推進 

健やかな心身を育てる

健康・安全教育の推進 

様々な出会いを大切に

し、共に学ぼうとする力

を育てる教育の推進 

〇様々な学習支援の形

があることを生徒、保

護者に周知し、支援が

必要な生徒の状況に

あわせた学習支援体

制を充実させる。 

〇生徒の状況を把握し、

一人ひとりがわかる授

業を実践する。 

〇基礎・基本の学習内容

の定着を図るため、学

習習慣を確立させる。 

〇板書、ワークシート、 

ＩＣＴ機器等を工夫し、

授業のユニバーサル

デザイン化を図る。 

〇生徒が学び合いな

がら進められる授業を

めざし、教員が教科を

超えてお互いの授業を

見合い、意見交換でき

る機会をもち、授業力

向上を図る。 

〇生徒が主体的かつ探

究的に学習を進めら

れる授業づくりについ

て研究を推進する。 

〇支援教育を推進し、生

徒が自ら学びを深めら

れるための GIGA 端

末活用について研修

をすすめる。 

○支援教育委員会を機

能し、支援教育の推進

を図る。 

〇学級活動や委員会活

動を活性化し、生徒が

活躍できる場の工夫

に取り組む。 

〇日常から生徒が相談し

やすい環境をつくり、

傾聴を心がける。 

〇主任会等での情報交

換を密にし、職員全体

で情報共有を図り、一

体となった指導・支援

体制を構築する。 

〇不登校生徒への対応

について、保護者、 

ＳＣ、他機関との連携

を深め、一人ひとりに

寄り添った支援を行

う。 

〇いじめ防止について、

教職員の意識向上を

常に図り、研修を深

め、未然防止に取り組

んでいく。 

〇生徒の自己有用感が

高められるような行事

への取り組み方の工

夫を行う。 

〇生徒の状況を共通理

解し、多様性にあわせ

た人権教育を推進す

る 

〇共生＊共育プログラム

を効果的に活用する。 

〇道徳教育を計画的に

進めるなか、学年横断

的な取組を図る。 

〇迅速で効果的な情報

共有を継続する。 

〇３年間を見通した健

康・安全教育の実施

計 画を作成する。 

〇効果的な実施時期に

健康・安全啓発のため

の学習に取り組んでい

く。 

〇学校防災研究推進校

として、生徒の防災意

識を高められる防災学

習と計画的かつ実践

的な避難訓練等を実

施する。 

〇小学校との合同避難

訓練や地域と連携した

防災活動の方向性を

検討していく。 

〇個人情報等の文書や

データの管理を徹底

し、情報流失や紛失が

ないよう確実に取り組

む。 

〇ＳＮＳトラブル等が起き

ないよう、教科、特別活

動等で情報モラルの

指導を進めていく。 

〇避難所運営会議と連

携し、避難所運営の在

り方について課題を整

理する。 

〇地域と連携し、生徒が

地域で生きるため、キ

ャリア在り方生き方教

育を盛り込んだ総合

的な学習の時間につ

いて全体計画を見直

し、３年間で付けたい

力を明確にし、系統立

てて取り組んでいく。 

〇様々な手段（学校だよ

り、学年だより、ＨＰ、説

明会、学校公開等）で

学校の情報を積極的

に発信していく。 

〇地域の方との交流を行

い、地域の人材等を活

用していく。 

〇生徒のために、保護

者、地域、学校が連携

して教育活動を進めて

いく。 

○学校運営協議会の課

題を整理する。 

〇コンプライアンス意識

を高め、保護者・地域

に信頼される学校づく

りを進める。 

〇学校評価を生かし、教

育活動を進める 


